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み

な

か

た

く

ま

ぐ

す

南

方

熊

楠

と

　

　

　

　

は
く
ぶ
つ
が
く

　

　

　

　

博

物

学

　
南
方
熊
楠
は
、

一
八
六
七

(慶
応
三
)

年
に
和
歌
山
で
生
ま
れ
た
。
幼
少
時
か
ら

和
漢
書
に
親
し
む
学
問
好
き
で
あ

っ
た
。

地
元
の
中
学
を
卒
業
後
に
上
京
し
、
大
学

予
備
門
に
進
む
が
、
中
退
し
て

一
八
八
六

年
に
渡
米
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で

も
学
校
は
退
学
、
図
書
館
や
植
物
採
集
で

独
力
で
勉
強
を
続
け
た
。

一
八
九
二
年
に

渡
英
、
大
英
博
物
館
で
世
界
中
の
文
献
か

ら
膨
大
な
ノ
ー
ト
を
作
る

一
方
、
多
く
の

論
文
を
発
表
し
た
。

　

一
九
〇
〇

(明
治
三
±

二
)
年
に
帰
国
後

は
田
辺
に
居
を
定
め
、
熊
野
の
山
野
で
菌

類
の
採
集
や
研
究
を
行
い
、
国
内
外

の
専

門
誌
に
精
力
的
に
論
文
を
発
表
し
た
。
南

現
代

へ
の
思
想

方

の
生
涯
は

「勉

強
大
好
き
、
学
校
大
嫌

い
」
(鶴
見
和
子

『南
方
熊
楠
』
)
で
あ

っ
た
。

　
◆

十

二
支
の
古
今
東

西

　
南
方

の
学
問
は
、
古
今
東
西

の
文
献
か

ら
得
た
膨
大
な
情
報
と
、
生
物
学
、
宗
教

学
、
民
俗
学
、
歴
史
学
な
ど
様

々
な
学
問

の
知
見
を
総
動
員

す
る
百
科
全
書
的
な
博

物
学

で
あ

つ
た
。
代
表
作

『十

二
支
考
」

で
も
、
十

二
支

の
動
物
を
古
今
東
西

の
伝

説

や
俗
信

や
形
質

や
生
態

に
基
づ
き
論
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
わ
ら
と
う
だ

て

い
る
。
そ

の
中

の

「
田
原
藤
太
竜
宮
入

　
　

た
ん　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
た
わ
ら

り

の
譚

」

で
は
、

竜

が
依
頼

し

た

俵

藤

太

の
百
足
退
治
か
ら
説
き
起

こ
し
、
世
界

中

の
伝
説

や
俗
信

の
中

の
竜
を
論

じ
、
更

　
　
　
　
　
　
　

わ
に　
　
さ
め

に
蛇
、

ト
カ
ゲ
、
鰐
、
鮫
な
ど
竜

の
も
と

に
な
っ
た

動
物
を
検
討
し
、
竜

と

い
う
架

空

の
動
物
を
人

々
が
創
造
し
た
プ

ロ
セ

ス

の
多
様
性
と
普
遍
性
を
提

示
し
て

い
る
。

　
◆

因
果

と
縁

の
博
物
学

　
南
方

は
、
あ

る
実
在

の
動
物

か
ら
直
接

竜
が
生
ま
れ
る
単
線
的
な
プ

ロ
セ
ス
で
は

な
く

、
世
界
各

地

の
様

々
な
動
物

に
関
す

る
伝

説
や
俗
信

が
出
会

い
、
相
互

に
作
用

　
　
　
　
　
き
た

し

て
変
化

を
来

す
複
雑
な
プ

ロ
セ
ス
を
経

て
竜
が
生
ま
れ

た
と
指
摘
す

る
。
西
欧

の

近
代
科
学
は
、

同
じ
原
因

か
ら
同
じ
結
果

が
生
じ
る
と
す

る
因
果
関
係
を
基
本
と
す

る
が
、
実
際
は

、
同
じ
原
因

か
ら
異
な

る

結
果
が
生
じ
る

場
合

も
あ
る
。

そ
こ
で
南

方

は
、
｢
一
因

果

の
継

続
中

に
他

因
果

の

　
　
　

ざ
ん
に
ゅう

継

続

が
窺

入

し

来

る
」

と

い
う

「縁
」

　
　
　

と
き
ま
う
りゅう

(南
方
の
土
宜
法

竜

宛
書
簡
)
を
考
え
た
。

複

数

の
因

果

関

係

が

出

会
う

「縁

」

に

よ

っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ

の
因
果
関
係
単
独

と

は
異
な

る
結
果

に
至
る

の
で
あ
る
。

　
南
方

の
因
果

と
縁

の
博
物

学
は
、
そ
ん

な
現
実
世
界

の
森
羅
万
象
に
丸
ご
と
向

き

あ

い
、
そ

の
多

様
性
と
複
雑
さ
と
普
遍
性

を
精
確

に
捕
捉

し
よ
う
と
し
た
壮
大
な
試

み
で
あ

っ
た

の
か
も
知
れ
な

い
。

(笹
原
)
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